
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・読書科授業の充実35時
間。
・総合的な学習や各教科と
関連した探究的な学習

・読書好きな児童８
０％以上
・調べ学習が楽しい
７０％

・休み時間を活用した「運
動遊び」の全校実施

・休み時間の外遊び
参加率90％

・学期に1回実施するなわ
とびウィークや１２月の持
久走記録会に向けた練習等
の設定・充実

・学期にごとに意図
的に運動習慣を設定
する

・UDLの視点を取り入れた
授業改善。

・UDLを取り入れた
研究授業を年間6本
実施

・特別支援委員会の充実 ・週1回15分情報共
有の時間を設定

・特別支援教育研修会の実
施

・教員研修、児童啓
発授業を１回以上実
施

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇特別支援教育の推進

前年度までの本校の現
状

〇保護者・地域の方々の協力のもと、落ち着いた校内環境を維持しながら教育課程を進めることができた。
〇日々の授業改善に力を入れたことで、児童にとって「明日も行きたい」と思える学校になってきている。 〇基礎的・基本的な知識の定着はもちろんのこと、問題解決に向けた思考力・判断力等を活用する能力の向上。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

令和７年度　江戸川区立清新ふたば小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

○知　しなやかな子ども（自ら学びに向かい、知識を知恵に変え、行動できる子ども）
◎徳　おだやかな子 おだやかな子 ども （相手の気持ちを大切にし、あたたかでぬくもりのある学校づく
りの担い手となる子ども）
○体　すこやかな子ども（心身ともに健康な生活を意識して送ろうとする子ども）

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

・地域に根ざした教育を実践する学校づくり
・子どもが「明日も学校へ行きたいな」と思える学校づくり
・教職員が子どもの成長や、やりがいを感じる学校づくり

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得。家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

・既習事項を活かした問題
解決的学習の実施
・東京ベーシックドリルの
取り組み
・一人一台端末を活用した
個別最適な学びの実現

・児童一人一人の学習
状況に即した学習指導
の充実
・東京ベーシック診断
テスト正答率８０％
・授業内における活用
100％

体
力
の
向
上

〇運動意欲や体力の向
上

○個に応じた体力向上
のための取組

学
力
の
向
上



・いじめを題材にした道徳
授業を定期実施

・ふれあい月間にお
いて「いじめ」に関
する授業を1回以上
実施

・職員全体で学級の実態を
共有し、個別支援の充実

・週1回以上の情報
共有

・学校HPにおいて日々の教
育活動を発信するととも
に、学校公開等を公開し、
開かれた環境を構築

・行事ごとに内容を
更新する

・全校統一した重点項目に
よる評価の理解

・江戸川区の施策実
現に向けて学校評価
を行う

・月2回の定時退勤日の設
置

・会議の精選
・ICTを活用した分
掌の実施

・教員の組織的な育成、
OJT

・月2回を基準に、
研修の時間を確保す
る

〇教員研修の充実

地
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（
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の
実
現

〇自校の取組をの積極
的な発信

〇学校関係者評価の充
実

〇「ふれあい月間」を
中心に据えた、道徳教
育の充実

〇L-Gateの活用

〇働き方改革の推進

特
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